
大
間
原
発
訴
訟
に
つ
い
て

 

ひ
ず
み
　
　
　
く
に
お
　

民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト

　日 

角

　邦 

夫

　
　
　
昨
年
４
月
の
原
子
力
問
題
調
査
特
別

委
員
会
で
の
「
避
難
計
画
が
な
い
中
で
原
発

の
稼
働
は
実
態
と
し
て
進
ま
な
い
」
と
の
国

の
答
弁
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　
　
　
事
前
に
自
治
体
の
避
難
計
画
策
定
の

可
否
を
審
査
す
る
と
と
も
に
、
少
な
く
と
も

30
㎞
圏
内
の
自
治
体
の
同
意
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
函
館
市
の
同
意
が
な
い
限
り
建
設
を

凍
結
す
べ
き
と
主
張
し
て
き
て
お
り
、
引
き

続
き
司
法
の
場
で
訴
え
て
ま
い
り
た
い
。

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
対
す
る
市
の
認
識
に
つ
い
て

 

ま
つ
み
や
　
　
　
け
ん
じ　

公
明
党

　松 

宮

　健 

治

　
　
　
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
源
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
に
対
す
る
市
の
認

識
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
海
藻
の
光
合
成
な
ど
に
よ
り
海
中
に

取
り
込
ま
れ
る
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
は
、
新
た

な
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
源
と
し
て
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
コ
ン
ブ
な
ど
の
海

藻
の
藻
場
が
広
く
分
布
し
て
い
る
本
市
沿
岸

海
域
は
、
排
出
削
減
に
向
け
て
様
々
な
形
で

貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

こ
ん
た
に
　
　 

よ
し
た
か 

日
本
共
産
党

　紺 

谷

　克 

孝

　
　
　
市
内
５
つ
の
基
幹
病
院
で
ク
ラ
ス
タ

ー
が
発
生
し
、
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
が
、

医
療
機
関
の
現
状
と
対
策
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
当
該
病
院
に
お
い
て
外
来
・
入
退
院

の
一
部
延
期
が
生
じ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
市
内

医
療
機
関
や
医
師
会
の
連
携
・
協
力
に
よ
り

市
内
の
医
療
が
滞
る
事
態
と
は
な
ら
な
か
っ

た
。
ま
た
、
国
や
道
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ク
ラ

ス
タ
ー
対
策
専
門
家
の
現
地
指
導
・
助
言
に

よ
り
徐
々
に
落
ち
着
い
た
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
児
童
虐
待
に
つ
い
て

 

で
む
ら
　
　
　
　
　
　
　
　

市
政
ク
ラ
ブ

　出 

村

　ゆ
か
り

　
　
　
社
会
全
体
で
の
虐
待
根
絶
の
意
識
改

革
が
必
要
だ
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
本
年
４
月
に
設
置
す
る
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
や
福
祉
拠
点
を
含
め
、
学
校

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め
る
と
と
も

に
、
市
民
へ
の
啓
発
も
強
化
し
な
が
ら
総
合

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

が
ん
患
者
の
在
宅
療
養
に
つ
い
て

 

さ
い
と
う
　  

　
さ

ち

こ

　

民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト

　斉 

藤

　佐
知
子

　
　
　
在
宅
療
養
や
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
周
知

の
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
国
や
道
な

ど
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
今
後
は
、

各
関
係
機
関
と
連
携
を
図
る
ほ
か
、
が
ん
に

関
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
様
々
な
機
会
を
捉

え
、
在
宅
療
養
の
周
知
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

地
域
経
済
の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

 
 

と
お
や
ま       

し
ゅ
ん
い
ち

市
政
ク
ラ
ブ

　遠 

山

　俊 

一

　
　
　
函
館
市
水
産
振
興
計
画
が
改
訂
時
期

を
迎
え
て
い
る
が
、
改
正
漁
業
法
に
よ
り
市

の
漁
業
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
改
訂
に

あ
た
っ
て
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
改
正
漁
業
法
で
は
資
源
管
理
が
さ
ら

に
強
化
さ
れ
る
た
め
、
計
画
で
は
キ
ン
グ

サ
ー
モ
ン
や
養
殖
コ
ン
ブ
の
完
全
養
殖
技
術

の
開
発
な
ど
天
然
資
源
に
依
存
し
な
い
「
つ

く
り
育
て
る
漁
業
」
の
ウ
エ
ー
ト
を
高
め
る

こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

は こ だ て 市 議 会 だ よ り

5

答 

弁
質 

問

答 

弁
質 

問
答 

弁
質 

問
答 

弁
質 

問

答 

弁
質 

問

答 

弁
質 

問

代
表
質
問

　
代
表
質
問
は
、
新
年
度
の
予
算

を
審
議
す
る
議
会
に
お
い
て
、
会

派
の
代
表
が
、
市
長
の
市
政
執
行

方
針
お
よ
び
教
育
長
の
教
育
行
政

執
行
方
針
に
つ
い
て
、
そ
の
所
信

を
質
す
も
の
で
す
。

　
３
人
以
上
で
構
成
す
る
、
４
つ

の
会
派
す
べ
て
が
代
表
質
問
を
行

い
、
そ
の
主
な
も
の
を
要
約
し
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
市

議
会
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
ま
た
は
５
月

下
旬
ま
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

公
開
予
定
の
会
議
録
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

閉
会
中
継
続
調
査
事
件

　
各
委
員
会
は
、
左
記
に
つ
い
て
閉

会
中
も
継
続
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

・
函
館
駅
前
・
大
門
地
区
の
活
性
化

に
向
け
た
公
共
施
設
整
備

　
（
理
由
）

　
　
函
館
駅
前
・
大
門
地
区
に
お
け

る
公
共
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
同

地
区
の
賑
わ
い
創
出
の
効
果
を
よ

り
高
め
る
た
め
の
手
法
や
求
め
ら

れ
る
役
割
等
を
調
査
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
。

・
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て

・
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関

す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て

・
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て

経
済
建
設
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

3/2～3/3

個
人
質
問

　
今
定
例
会
で
は
、
12
人
が
個
人

質
問
を
行
い
、
そ
の
主
な
も
の

を
、
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
、
市
議
会
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
ま
た
は
５
月
下
旬
ま
で
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
予
定
の
会

議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

3/16～3/18

は こ だ て 市 議 会 だ よ り
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議
案
第
１
号
　
令
和
４
年
度
函
館
市
一
般
会

計
予
算
（
経
済
建
設
分
科
会
関
係
部
分
）

○
北
海
道
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
新
規
就
業
支
援
事

業
費

○
若
者
の
地
元
就
職
促
進
事
業
調
査
費

○
ひ
ろ
は
こ
連
携
推
進
実
行
委
員
会
負
担
金

○
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
完
全
養
殖
技
術
研
究
費

○
既
存
ス
ト
ッ
ク
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関

係
経
費

　
・
事
業
の
目
的

　
・
事
業
の
効
果

　
・
今
後
の
見
通
し

議
案
第
１
号

○
北
海
道
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
新
規
就
業
支
援
事

業
費

○
若
者
の
地
元
就
職
促
進
事
業
調
査
費

　
本
市
の
課
題
で
あ
る
人
口
流
出
に
対
す
る

移
住
政
策
や
人
口
減
少
対
策
と
し
て
大
事
な

事
業
で
あ
る
。

○
ひ
ろ
は
こ
連
携
推
進
実
行
委
員
会
負
担
金

　
新
し
い
視
点
と
し
て
出
て
き
て
お
り
、
今

ま
で
の
財
産
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
様
々
な

と
こ
ろ
に
手
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
は
評
価

し
た
い
。

○
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
完
全
養
殖
技
術
研
究
費

　
成
功
し
た
場
合
の
波
及
効
果
が
大
き
く
、

近
畿
大
学
の
マ
グ
ロ
の
よ
う
な
成
功
例
に
向

け
、
研
究
を
進
め
て
ほ
し
い
。

○
既
存
ス
ト
ッ
ク
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関

係
経
費

　
今
後
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施

し
、
行
政
サ
イ
ド
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
意

見
も
参
考
に
進
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
理

解
し
た
。

　
な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

議
案
第
１
号
　
令
和
４
年
度
函
館
市
一
般
会

計
予
算
（
民
生
分
科
会
関
係
部
分
）

○
町
会
活
性
化
推
進
事
業
費

○
町
会
交
付
金

○
女
性
の
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
費

○
地
域
で
見
守
り
支
え
る
福
祉
拠
点
推
進
経

費
○
介
護
従
事
者
確
保
対
策
事
業
費

○
産
後
ケ
ア
事
業
費

　
・
事
業
の
目
的

　
・
事
業
の
効
果

　
・
今
後
の
見
通
し
　

議
案
第
１
号

○
町
会
活
性
化
推
進
事
業
費

○
町
会
交
付
金

　
町
会
活
動
の
さ
ら
な
る
情
報
発
信
の
強
化

や
町
会
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
の
積
極
的
か
つ

計
画
的
な
実
施
に
つ
い
て
確
認
で
き
た
。

　
町
会
交
付
金
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
町

会
の
現
状
を
鑑
み
て
、
総
合
的
に
勘
案
さ
れ

経
済
建
設
分
科
会
議
案
21
件
を
審
査

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

委
員
間
の
協
議

民
生
分
科
会

議
案
21
件
を
審
査

主
な
論
点
・
疑
問
点
等

委
員
間
の
協
議

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

○
女
性
の
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
費

　
事
業
初
年
度
で
あ
る
本
年
度
は
、
手
探
り

の
部
分
も
多
か
っ
た
と
思
う
が
、
新
年
度
に

向
け
て
、
そ
の
事
業
内
容
が
現
実
に
即
し
た

メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

○
地
域
で
見
守
り
支
え
る
福
祉
拠
点
推
進
経

費
　
本
年
４
月
の
開
設
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
着

実
に
準
備
を
進
め
て
き
て
お
り
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
体
制
で
、
地
域
で
見
守
り
や
支
え
を

必
要
と
す
る
方
に
寄
り
添
っ
た
窓
口
に
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
期
待
し
て
い
る
。

○
介
護
従
事
者
確
保
対
策
事
業
費

　
介
護
・
福
祉
施
設
等
職
員
人
材
育
成
事
業

費
に
つ
い
て
は
、
実
態
調
査
に
よ
り
市
内
の

課
題
を
把
握
し
た
う
え
で
、
新
年
度
は
介
護

技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
向
上
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
有
効
な
取

組
で
あ
る
と
思
う
。

　
「
介
護
の
し
ご
と
魅
力
発
信
教
室
」
開
催

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
中
・
長
期
的
な
視
野

を
持
っ
て
、
将
来
の
人
材
確
保
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
行
う
事
業
と
し
て
大
事
な
取

組
で
あ
る
と
思
う
。

○
産
後
ケ
ア
事
業
費

　
新
た
に
実
施
す
る
通
所
型
、
訪
問
型
に
つ

い
て
、
産
後
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
る
方

で
、
こ
れ
ま
で
利
用
し
づ
ら
か
っ
た
方
の
支

援
強
化
に
つ
な
が
る
充
実
し
た
内
容
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　
な
ど
の
理
由
で
賛
成
。

可
決
し
た

意
見
書

　
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、
１

ペ
ー
ジ
目
に
掲
載
し
た
意
見
書
の
ほ
か
、

左
記
の
意
見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
米
政
策
に
関
す
る
意
見
書

○
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
改
善
を

求
め
る
意
見
書

○
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
実
施

を
求
め
る
意
見
書

○
災
害
対
策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
の

意
見
書

○
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
拡
充
と
教
育

費
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
意
見
書

○
入
管
行
政
の
抜
本
改
革
を
求
め
る
意

見
書

○
地
方
創
生
と
感
染
症
対
策
に
資
す
る

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
を
求
め
る
意
見

書
○
核
兵
器
禁
止
条
約
第
１
回
締
約
国
会

議
に
政
府
代
表
の
派
遣
を
求
め
る
意

見
書


